
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 0.10 - 0.15 0.020 - 0.028 0.50 - 1.00 -8.00 - -5.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 0.6% 予 0.3% 前 131.9万件 予 131.8万 前 21.1万件 予 21.5万

前 15.8 予 15 前 135.4万件 予 134.7万 前 0.3％ 予 0.4％

前 69 予 70 前 0.5% 予 0.6％ 前 23.2 予 21.0

前 ４９０億＄

前 10.1% 予 10.0% 前 0.4％ 予 0.0％ 前 2.1％ 予 －2.8％ 前 1.1％ 予 0.7％

前 6.0% 予 6.4%

前 0.6% 予 0.4% 前 0.0％ 予 0.0％ 前 0.1％ 予 0.3％

前 0.4% 予 0.4% 前 1.3％ 予 1.2％

前 －8.2 予 －8.2

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

５月NAHB住宅市場指数

独 ４月消費者物価指数（CPI）

JP 4月消費者物価指数（ＣＰＩ） 

独 生産者物価指数（ＰＰＩ） 

CH 4月 小売売上高 JP 1－３月四半期実質GDP

３月対米証券投資

フィラデルフィア連銀製造業景気指数

ドラギ ECB総裁発言

EU ４月消費者物価指数（HICP）

新規失業保険申請件数 

EU ZEW景況感調査

４月小売売上高

EU 1-3月期四半期GDP

４月建設許可件数

4月 鉱工業生産

独 1-3期GDP

CH 4月 鉱工業生産

JP ３月機械受注

5月13日

USA

2018年5月14日

982.9922.2
925.9
0.8

985.2
-8.7 

Source: LBMA/LPPM

PM

926.00

1,004.00

1,324.35

COMEX/NYMEX ($) Gold (Jun) Silver (Jul) Platinum (Jul) Palladium (Jun)

-0.007 

16.760
16.865

Asia

-1.6 

Mon Tue

16.760

LBMA/LPPM Fixing ($)

5月14日

1,004.00

927.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals

市場材料乏しい中で貴金属は横ばいとなった。欧州時間はドル弱含む中で貴金属は全般的に強含んだが、米国時間に入ってミシガン大学消費者信頼感指数／

1年期待インフレ率が共に予想を上回る結果（結果：98.8、予想：98.3／結果：2.8％、予想2.7％）だった事を受けてドル下げ止まり、徐々にドルが下げ幅を回復して

いく中で貴金属は弱含んだ。週末のポジション調整売りも入り、結果として横ばいとなった。

FX：

ドルは下落。ドルは米国利上げ加速観測から足許上昇していた事を背景に欧州時間は利益確定売りが入り軟調に推移したが、米国時間序盤に発表されたミシ

ガン大学消費者信頼感指数等が予想を上回った事でドル買いが再燃し、結果として他主要通貨に対してやや下落で引けた。ドル/円終値は109.41、ユーロ/ドル

終値は1.1946。

16.752

928.2

Europe

1,326.3
1,321.8

1,320.7

AM

1,324.80

 Fixing Prices

5月NY連銀製造業景気指数 景気先行指標総合指数

４月住宅着工件数

994.1
1,003.7930.7

1,317.0

376.0

25.5

432.1 2,082.3

517.525.2 1,444.8

11.7

85.4 803.7

2,886.0

-30.0 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

16.670

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,068.8

-30.4 

2018/5/8

0.3

13.5

Gold (Moz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としており、

弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


